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知っておきたい

　
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
（
ハ
サ
ッ
プ
）
と
は
、

「H
azard Analysis and C

ritical 
Control Point

」
の
頭
文
字
を
と
っ
た

言
葉
で
、
日
本
語
に
訳
す
と
「
危
害
要
因

分
析
と
重
要
管
理
点
」
と
な
る
。
食
品
な

ど
を
扱
う
事
業
者
自
ら
が
食
中
毒
菌
汚
染

や
異
物
混
入
な
ど
の
危
害
要
因
（
ハ
ザ
ー

ド
）
を
把
握
し
た
上
で
、
原
材
料
の
入
荷

か
ら
出
荷
に
至
る
全
工
程
の
な
か
で
、
そ

れ
ら
危
害
要
因
を
除
去
ま
た
は
低
減
さ
せ

　
い
ち
ば
ん
の
理
由
は
、
２
０
１
８
年
６

月
に
「
食
品
衛
生
法
」
が
改
正
さ
れ
、
食

品
に
関
わ
る
す
べ
て
の
事
業
者
に
Ｈ
Ａ
Ｃ

Ｃ
Ｐ
の
導
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
こ
と

だ
。
こ
れ
ま
で
は
、
食
品
工
場
や
大
量
調

理
施
設
な
ど
、
規
模
が
大
き
い
施
設
が
対

象
に
な
っ
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
町
場
の

レ
ス
ト
ラ
ン
は
無
関
係
と
考
え
て
い
た
人

も
多
い
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
食
品
衛
生
法
の
改
正
に
よ
っ

て
、
町
場
の
レ
ス
ト
ラ
ン
も
無
関
係
で
は

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
法
改
正
の
公
表

る
た
め
に
と
く
に
重
要
な
工
程
を
管
理

し
、
製
品
の
安
全
性
を
確
保
し
よ
う
と
す

る
衛
生
管
理
の
手
法
の
こ
と
だ
。

　
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
は
、
世
界
保
健
機
構
（
Ｗ

Ｈ
Ｏ
）と
国
連
食
糧
農
業
機
関（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）

の
合
同
機
関
で
あ
る
食
品
規
格
（
コ
ー

デ
ッ
ク
ス
）
委
員
会
か
ら
発
表
さ
れ
た
も

の
で
、
各
国
に
そ
の
採
用
を
推
奨
。
ア
メ

リ
カ
を
は
じ
め
世
界
各
国
で
す
で
に
義
務

化
さ
れ
、国
際
的
に
認
め
ら
れ
た
も
の
だ
。

か
ら
２
年
以
内
に
施
行
さ
れ
る
。つ
ま
り
、

２
０
２
０
年
に
は
新
し
い
食
品
衛
生
法
が

施
行
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
。
う
か
う
か
し

て
は
い
ら
れ
な
い
の
だ
。

　
オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
の
な
か
に
は
、「
人

手
は
な
い
し
、
設
備
を
き
ち
ん
と
す
る
た

め
に
は
お
金
も
か
か
る
ん
だ
ろ
う
。
ウ
チ

に
は
そ
ん
な
余
裕
は
な
い
よ
。
そ
れ
に
、

書
類
を
つ
く
っ
た
り
す
る
の
は
面
倒
く
さ

い
し
…
…
」
と
困
惑
す
る
人
も
少
な
く
な

い
だ
ろ
う
。

「
で
も
、
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
レ
ス

ト
ラ
ン
を
や
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

一
般
衛
生
管
理
は
き
ち
ん
と
さ
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
だ
っ
た
ら
、
設
備
を

新
し
く
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
責
任

者
も
１
人
か
ら
で
Ｏ
Ｋ
。
書
類
も
、
コ
ツ

さ
え
覚
え
れ
ば
難
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
」
と
服
部
栄
養
専
門
学
校
で
行
わ
れ

た
「
調
理
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
講
習
」
で
講
師
を

務
め
た
今
城
敏
さ
ん
は
説
明
す
る
。

　
し
か
も
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
カ
フ
ェ
の
よ

う
な
小
規
模
の
施
設
で
、「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

に
基
づ
く
衛
生
管
理
」が
で
き
な
い
場
合
、

左
ペ
ー
ジ
上
の
図
に
あ
る
旧
・
基
準
Ｂ
に

あ
た
る
「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
考
え
方
を
取
り

入
れ
た
衛
生
管
理
」
で
も
構
わ
な
い
と
し

て
い
る
の
だ
。
気
持
ち
が
楽
に
な
っ
た
読

者
も
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

1月21日から23日の3日間、服部栄養専門学校で「調理HACCP講習」が開催された。2018年6月に
食品衛生法が改正され、HACCPが制度化された今、レストランはどうすべきかを考えていこう。

1

そ
も
そ
も
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
と
は
何
な
の
か
？

レ
ス
ト
ラ
ン
が
な
ぜ
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
を

導
入
し
な
い
と
い
け
な
い
の
か
？

HACCP講習会講師
今城 敏さん
ロイドレジスタージャパン株式会社執行役員
立命館大学客員研究員

食品安全の講演を通じて年間1000名以上
の方々に接するなかで、ムリなくムダの
ない品質戦略の方向性を提言している。
大手食品メーカー・大手日用品化学メー
カーの食品微生物研究、衛生管理責任者、
食品品質保証室長などを歴任。

HACCP2号連続企画 前編

山内章子＝取材、文　text by Shoko Yamauchi

法改正で
キッチンはどう変わる？

ハ サ ッ プ
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学校法人服部学園 服部栄養専門学校

服部幸應校長

　
個
人
オ
ー
ナ
ー
の
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
が

取
り
組
み
始
め
た
い
、
上
図
の
旧
・
基
準

Ｂ
だ
が
、こ
れ
は
、ほ
と
ん
ど
の
レ
ス
ト
ラ

ン
で
す
で
に
実
行
し
て
い
た
衛
生
管
理
で

あ
る
こ
と
は
、
前
項
で
説
明
し
た
。

　
し
か
し
、
今
回
提
案
す
る
の
は
、「
調

理
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
」
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、

従
来
の
衛
生
管
理
と
調
理
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
と

で
は
、
何
が
違
う
の
か
。

　
大
き
な
違
い
は
、
衛
生
管
理
に
お
け
る

危
険
な
要
因
を
科
学
的･

論
理
的
に
把
握

し
て
、
そ
れ
を
排
除
ま
た
は
低
減
す
る
方

法
を
文
書
化
し
て
、
誰
も
が
継
続
し
て
実

行
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　
例
え
ば
、
調
理
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
で
は
、
危

害
要
因
を
、生
物
的
危
害
、化
学
的
危
害
、

物
理
的
危
害
に
分
け
て
考
え
る
。
生
物
的

危
害
と
は
、
病
原
細
菌
、
腐
敗
微
生
物
、

ウ
イ
ル
ス
、
寄
生
虫
な
ど
。
化
学
的
危
害

は
、
カ
ビ
毒
、
キ
ノ
コ
毒
、
魚
毒
、
貝
毒
、

農
薬
、工
業
薬
品
な
ど
。物
理
的
危
害
は
、

ガ
ラ
ス
、
金
属
、
硬
質
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、

木
片
、
石
な
ど
だ
。
そ
の
上
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
危
害
を
排
除
ま
た
は
低
減
す
る
た
め

に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
を
考
え
て
い

く
。
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
は
、
こ
れ
ら
危
害
要
因

を
排
除
す
る
た
め
に
あ
る
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
。

　
さ
ら
に
、
細
菌
が
グ
ン
グ
ン
増
え
て
い

く
危
険
温
度
帯
に
、
食
品
原
材
料
や
調
理

品
が
ど
れ
く
ら
い
の
時
間
留
ま
る
か
を
知

り
、管
理
す
る
方
法
を
明
確
に
す
る
の
も
、

調
理
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
で
は
重
要
に
な
っ
て
く

る
。
こ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ス
ト
ラ
ン

で
提
供
す
る
メ
ニ
ュ
ー
を
グ
ル
ー
プ
分
け

す
る
こ
と
で
、
簡
単
に
管
理
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
た
く
さ
ん
あ
る
メ
ニ
ュ
ー
も
、

「
加
熱
し
な
い
食
品
（
食
材
）
」「
加
熱
し

て
す
ぐ
に
食
べ
る
食
品
（
食
材
）
」「
加

熱
と
冷
却
を
繰
り
返
す
食
品
（
食
材
）
」

の
３
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

作
業
工
程
ご
と
に
ど
の
よ
う
な
危
険
が
潜

　食品衛生法が改正され、2020年にはHACCPが制
度化されます。そうなれば、小さなカフェやレスト
ランなどもHACCPの考え方を取り入れた安全な料
理の化学的な作り方マニュアルが必須です。
　すでに世界の多くの国で、HACCPは義務化され
ています。ラグビーワールドカップや東京オリン
ピック･パラリンピックでは、多くの外国人が日本
に来ます。その人たちの信頼を獲得するためにも、
HACCPの導入は必要不可欠。食の安全の国際基準
に合ったレストランを目指しましょう。

レ
ス
ト
ラ
ン
が
チ
ャレ
ン
ジ
し
た
い

調
理
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

食の安全の
国際基準に
合った店へ

ん
で
い
る
の
か
明
確
に
し
、
管
理
し
て
い

く
わ
け
だ
。

　
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
工
程
で
記
録
を

取
り
、
記
録
を
残
す
こ
と
も
重
要
だ
。

HACCPを基準とした今後の食品衛生管理の枠組み
© Lloydʼs Register Japan K.K. 2019

ほとんどのメーカー

Codex HACCP＋α米国･法律で求める次世代HACCP
（HARPC〈ハープシー〉）

Codex HACCP＋α食品安全認証取得
（FSSC22000など）

Codex HACCPHACCPに基づく衛生管理
（旧･基準A）

海外輸出
展開

大手量販と
取引

HACCP
未実施

中小･零細メーカー（50名未満検討中） 旧･基準B

飲食店、レストラン、
ホテルの厨房など

業界団体の手順書を用いて
•「衛生管理計画」作成
•衛生管理の弾力的運用

HACCPの考え方を
取り入れた衛生管理
（旧･基準B）　

「調理HACCP」で
世界レベルを目指そう

旧･基準A
｢HACCPに基づく衛生管理」
のことで、コーデックスHACCP
の7原則に基づき、食品等事業
者自らが使用する原料や製造
方法などに応じ、計画を作成し
管理する。

旧･基準B
｢HACCPの考え方を取り入れ
た衛生管理｣のことで、食品等
事業者は取り扱う食品の特性
等に応じた計画を作成し、管理
を行う。旧･基準Bのなかでもと
くに町場のレストランやカフェ等
が取り組みたいのが調理
HACCPだ。
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厚
生
労
働
省
が
発
表
し
た
「
２
０
１
５

年
度 

食
中
毒
発
生
状
況
（
事
件
数
）
」

に
よ
れ
ば（
左
図
）、
食
中
毒
の
61
・
７
％

が
飲
食
店
で
発
生
し
て
い
る
。
患
者
数
で

み
て
も
、
１
万
２
７
３
４
人
で
、
全
体
の

56
・
１
％
に
も
上
る
。

　
一
度
食
中
毒
を
出
し
て
し
ま
え
ば
、
数

日
間
の
営
業
停
止
は
も
ち
ろ
ん
、
風
評
被

害
な
ど
も
免
れ
な
い
。
と
り
わ
け
個
人
経

営
の
飲
食
店
に
と
っ
て
は
、
ダ
メ
ー
ジ
は

計
り
知
れ
な
い
は
ず
だ
。

　
そ
れ
で
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
中
毒
の

発
生
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
ど
う
す
れ

ば
い
い
の
か
。
従
事
者
の
健
康
管
理
、
衛

生
管
理
、適
切
な
加
熱
、低
温
保
存
な
ど
、

対
策
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
食
中
毒

菌
を「
つ
け
な
い
」「
増
や
さ
な
い
」

「
や
っ
つ
け
る
」
こ
と
が
一
番

大
切
な
こ
と
だ
。も
ち
ろ
ん
、

こ
の
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
の

レ
ス
ト
ラ
ン
で
、
こ
れ
ま

で
も
実
施
し
て
き
て
い
る

は
ず
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
そ
れ
で
も
食

中
毒
は
起
き
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
る
。だ
か
ら
こ
そ
、

調
理
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
で
敵
を

知
り
、
敵
に
備
え
、
敵
と
戦

う
た
め
の
、
自
分
の
店
に
合
っ

た
衛
生
管
理
計
画
を
つ
く
る
こ

と
が
大
切
な
の
で
あ
る
。

飲食店
61.7%

旅館 5.3%

病院 0.6%

学校 1.0%

事業場 3.5%

家庭
9.7%

不明
9.8%

その他 1.4%

仕出屋 4.4%

製造所 0.6%

販売店 1.9%

一般飲食店による
事件数は

742件

食
中
毒
の
約
60
％
は
飲
食
店
で

起
き
てい
る
現
実
を
直
視
し
よ
う

飲食店における食中毒の原因現場の危険な状態

食中毒事件数割合
平成27年度 食中毒発生状況（事件数）　厚生労働省の資料より

◦清掃不足で不衛生な施設
◦ずさんな器具機材の保管
◦器具機材の整理整頓不足（異物混入の温床）
◦害獣や害虫が発生しやすい不衛生な施設設備

◦調理済み食品への汚染
◦加熱温度の不備
◦温度管理の不備
◦調理済み食材への汚染温度管理不備

基本的な衛生ルールが
守られていないために
発生する危険な要因

1 体調不良、手洗い不足など 
調理従事者としての衛生管理を
守らない

2  衛生管理を怠っている業者から
納品された原材料

3 食品の加熱不足

4 不衛生な施設設備

5 食品の温度管理不備

調理工程のなかで
発生する危険な要因
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知っておきたい

HACCP ハサップ

食品のグローバル化によって輸出入が活発化。そのなかで、
食品安全の国際標準化を図るHACCPの重要性が高まり、
先進国を中心にHACCP導入の義務化が進んでいる。

先進国では義務化が進むHACCP
出典：「第1回 HACCP普及推進 地方連絡協議会 開催結果 資料」

（厚生労働省、2015年）※一部をアップデート

中国
2015年10月に施行された
改正食品安全法において、
HACCP導入を推奨。

台湾
2003年より、水産食品、
食肉製品、乳製品につ
いて、順次HACCP導入
を義務付け。

メキシコ
HACCP導入を模索中。

日本
2018年6月に公布され
た食品衛生法改正で、
HACCPを制度化。

EU
2006年より、一次産品を除
くすべての食品について、
HACCP導入を義務付け。

ブラジル
2014年より、水産食品に
ついて、順次HACCPを
義務付け。

カナダ
1992年より、水産食品、
食肉製品について、順次
HACCP導入を義務付け。

米国
2011年に成立した食品安全
強化法により、国内で消費さ
れる食品すべてについて、
HACCP導入を義務付け。

韓国
2016年２月に施行された輸
入食品安全管理特別法に
おいて、畜産物について
HACCP導入を義務付け。

ベトナム
HACCP導入を模索中。

GCC諸国
2015年9月に施行された
GCC共通食品輸入規
制において、HACCP導
入を規定。

ロシア
HACCPの導入を模索中。

具体的な調理HACCPへの取り組みは、次号5月号で紹介します。

衛
生
管
理
を「
見
え
る
化
」す
る

そ
れ
が
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

　
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
危
害

要
因
を
科
学
的･

論
理
的
に
分
析
し
、
対

策
を
考
え
、
チ
ェ
ッ
ク
し
、
記
録
を
残
し

て
い
く
。
つ
ま
り
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
本
質

は
衛
生
管
理
の｢

見
え
る
化｣

で
あ
る
。

　
例
え
ば
、
オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
の
経
験
や

ア
イ
デ
ィ
ア
は
、
そ
の
人
の
頭
の
な
か
に

あ
る
だ
け
で
、
ス
タ
ッ
フ
に
は
な
か
な
か

伝
わ
ら
な
い
。
し
か
し
、
文
書
な
ど
に
し

て
「
見
え
る
化
」
す
れ
ば
、
ス
タ
ッ
フ
全

員
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
。情
報
を
、

店
全
体
で
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
見
え
る
化
」
と
は
、
❶
衛
生
管
理
計
画

を
作
成
し
、
取
り
組
ん
で
い
る
衛
生
管
理

と
、
メ
ニ
ュ
ー
に
応
じ
た
衛
生
管
理
の
注

意
点
（
冷
蔵
す
る
、
加
熱
す
る
な
ど
）
を

明
確
に
し
、
❷
そ
れ
ら
を
き
ち
ん
と
実
行

し
、
❸
実
行
し
た
こ
と
を
記
録･

確
認
す

る
こ
と
。
難
し
い
こ
と
で
も
、
特
別
な
こ

と
で
も
な
い
。

　
ま
た
、
万
が
一
食
中
毒
が
起
こ
っ
て
し

ま
っ
た
場
合
で
も
、「
見
え
る
化
」
し
て

記
録
を
残
し
て
お
け
ば
、
責
任
の
所
在
が

明
確
に
な
る
。
食
中
毒
の
原
因
が
自
分
の

店
に
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
記
録
を
も
と
に

潔
白
を
証
明
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
は
、
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
す

る
手
段
で
あ
る
と
同
時
に
、
自
分
の
店
を

守
る
方
法
で
も
あ
る
。

衛生管理の
見える化

衛生管理
計画 実施 記録 ･ 確認


